
1 

 

第８回 中富良野町景観計画策定委員会 

議事録（詳細） 

◎日 時  令和５年５月１９日（金）午後６時００分～午後７時３０分 

◎場 所  中富良野町役場 会議室 

◎出席者  策定委員会：大矢委員、内田委員、長谷川委員、本間委員、荒木委員、安井委員、畠

尾委員、菅委員、細川委員 

      事務局：中富良野町企画課 酒井課長、松本係長、筒井係長、松本主事 

      オブザーバー：中富良野町建設水道課 髙橋課長補佐 

      コンサルタント会社：㈱やまチ 窪田、百瀬 

 

１．開会 

 

２．委員長挨拶 

委員長 

・ 本日が最後の委員会である。今日もバスで旭川から移動し、十勝連峰のちょうど沢の部分に雪

が残っており、とてもきれいな景観を呈していた。水田にも水が張られはじめ、文化景観が生

まれていて本当に良いまちだなと感じた。 

・ 今後、条例などが出来上がり、計画を運用していくこととなるため、今後ともみなさんのご協

力をいただきたい。 

 

３．報告 

・ 事務局(株)やまチより第７回検討委員会意見概要を説明。 

・ 松本係長より北海道との協議事項及び意見募集の結果について報告。 

 

４．議事 

（１）中富良野町景観計画（案） 

委員長 

・ これまでの説明について質問・意見はあるか。 

 

委員 

・ 意見募集について、２名の方から４つの意見をいただいたが、意見募集についてはこの期間で

終了するのか。２人しか見ていないということで終了して良いのか。 

・ もし２人しか見ていないのであれば、こちらから説明に伺い意見をもらうなどしないとパブ

リックコメントにならないのでは。 

 

委員長 

・ もっと多くの人に意見をいただきたかったのは尤もだが、ある一定の期間の中でたまたま今

回は２人から４件の意見しか出なかったということ。町民の意見は審議会などにおいて、今後
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も景観計画を運用していく段階で、聞く機会はある。 

・ ２人の意見しか出ていないことが、町民の意見が計画に反映されていないということにはな

らない。 

 

委員 

・ 何人くらいの人が町のホームページから景観計画案を見たのか、実数が大事である。特に意見

がなくても、１００人、１０００人が見ていれば意味がある。 

 

事務局 

・ ホームページのアクセス数は調べればわかる。 

・ 町の広報にも意見募集について掲載をした。紙面が限られているため概要を紹介し、詳細を知

りたい方は企画課へ問合せをと広報した。 

 

委員 

・ パブリックになっているかどうかが重要で、事務局は町民に景観計画についてもっと知って

もらう取組をすべきである。例えば、中富良野町で毎年 1月に開催しているまちづくり懇談会

では、役場の各課の管理職が役場の取組について町民に説明している。興味のある町民は会場

に集まり意見交換をしている。 

・ 中富良野町で景観によるまちづくりを推進したいのであれば、説明会を開き、興味のある人の

意見を聞く機会を設けるなどの取組をしてはどうか。 

 

委員長 

・ アクセス数がわかるのであれば、後ほど教えてほしい。 

・ 条例案・規則については、北海道との協議、町民意見の取り込みをしているので、現在ご提示

しているものでご承認いただきたいのだが、最後に何かあればご意見をいただきたい。 

 

事務局 

・ 北海道とは特に景観計画案 4章のルール・規模などの数字について、届出をしてもらう際の基

準の表現が曖昧になっていないか確認いただいた。お互いにチェックリストを出し合い、現時

点で了解が得られている。 

・ また、景観審議会、協議会の立ち位置についても、いろいろと議論した。 

・ 景観協議会は景観法に基づくものであり、例えば、北星山のようなエリアを重点区域と定め、

その区域内の公共施設の管理者を交えて議論するような組織体だと教示いただいた。 

・ 今後、重点区域の設定、景観協議会の立ち上げなどが考えられるが、今回は重点区域を設定し

ていないため、まずは中富良野町全体の景観を審議するための景観審議会を設置することと

した。 

・ 景観審議会は景観計画策定委員会のように年に２〜３回程度意見交換を行ったり、町内で大

規模開発の案件が出た際に委員から意見を聞くような場となる。 
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・ 重点区域についての議論やルールづくりが必要となれば、その区域内にいる組織や関係者、施

設管理者を揃え、審議会とは別に景観協議会を立ち上げる。協議会は議論が終わったら解散と

する。 

 

委員 

・ 審議会を立ち上げることについて、この形で良い。 

 

委員 

・ 計画策定後のスケジュールはどのようになっているか。 

 

事務局 

・ スケジュールはその他の部分で説明する。 

 

５．その他 

（１）令和５年度の取り組みについて 

事務局 

・ ６月上旬に町議会の常任委員会で、計画、条例案を説明する。その説明をもって、６月下旬の

定例会にて条例案を提案する。 

・ 景観行政団体になることを町民に広く公告する必要があるため、議会後の 7 月 1 日に告示を

し、１ヶ月間の周知期間を設ける。 

・ ８月１日に景観行政団体に移行したら景観審議会を立ち上げ、今年度は 8 月と 2 月の計２回

審議会を開催し、計画を推進していく予定。 

 

委員 

・ 議会から内容に問題があるというような意見が出た場合はどうするのか。 

 

事務局 

・ 意見をいただいた場合は、これから立ち上げる景観審議会の中で課題とされた部分について

議論していく。 

 

委員 

・ 条例に審議会について記載があり、審議会の組織運営について必要な事項は別に定めるとな

っているが、別に定めるというのはどこでどのように定めるのか。 

 

事務局 

・ 審議会の設置条例を別途定め、委員構成や人数、審議する内容、審議会の役割などを規定する。 
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委員長 

・ 審議会でどういった項目が諮られるのか、景観条例案や施行規則案の中でいくつか定められ

ている。別途審議会設置条例が定められたら、設置条例に改めて詳細が記載される。 

・ 例えば、条例案 4ページに記載のある景観重要建造物の指定の時には、必要な時は景観審議会

の意見を聴くことができる、となっている。 

 

委員 

・ 天人峡温泉のような課題も出てくると思う。ここに書くことではないと思うが、所有者で建物

の管理が出来ないとなったら、町が関与する可能性も出てくるか。 

 

事務局 

・ そのような場合、景観だけではなく空き家対策、危険家屋の対策など複合的な対応が必要にな

る。実情に即してその都度対応することになる。 

 

委員 

・ 審議会がかなり大事な位置付けになると思うが、その内容が別途定めるとなっている。審議会

については景観条例の中に記載がないため、どのようなものになるのかイメージができない。 

 

事務局 

・ 景観条例に基づく景観計画の景観づくりに必要な事項について調査・審議を行う、ということ

が審議会設置の目的となっている。 

・ 所掌事項としては景観計画の作成・変更に関すること、景観条例の作成に関すること、景観条

例について必要事項の調査・審議することが挙げられる。 

・ 景観に関する町全体としての取組や個別事案について、景観計画、景観条例に基づき判断が必

要なものを議論する組織となる。 

 

委員 

・ 審議会が実働部隊となるのか。 

 

事務局 

・ 計画や条例については最終的に町長が判断する。審議会の中で議論し町長に答申する役割を

持つので、実質的には実働的な役割に近くなる。 

 

委員 

・ 景観計画案 64ページの図にあるように、実働部隊というよりは町から報告を受けて助言・審

議する役割。町から景観づくりに関する具体的な事項が降りてきて、それに対して意見を言っ

ていく場という認識。 
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委員長 

・ 町の意向に対して意見を聴くような場となる。 

・ 審議会の助言は具体的な提案が出てくる可能性もある。 

・ 景観条例案の様々な部分で、景観審議会の意見を聞くことができるという文章が入っている。

縦覧していただくと審議会で取り組むことが見えてくる。 

 

委員 

・ 景観計画案 64ページの構成員の選出はどのようになるか。町が各団体にお願いをして人を出

してもらうのか、町から各団体の中の個人を指定してお願いをすることになるのか。町民につ

いては一般公募となるのか。 

 

事務局 

・ 各団体には人選を含めてお願いをしたい。町民の公募等については町長や議会と協議しなが

ら検討していきたい。 

 

事務局 

・ 先ほどご質問いただいた町のホームページから景観計画のページを閲覧いただいた件数は 99

件でした。 

 

委員 

・ 今後の活動については、参加するかしないかは町民の関心によるものになるが、広く知っても

らうために地域ごとの説明会を開催するなど検討してほしい。地域の公民館で開催すると、意

外と地域の方は参加すると思うので、そのように進めてほしい。 

 

事務局 

今後取組を進めていく上で、関心を持ってもらうというところから進めていきたい。 

 

委員長 

・ 広報、ホームページなど様々な媒体を使い、多くの町民に向けて取組について発信する必要が

ある。 

・ 景観計画策定委員会の冒頭で、そもそも景観とは何なのかという議論があったが、まちづくり

の中で景観は必要な観点だということをわかってもらう必要がある。 

 

委員 

・ 我々も初めに抱いた「景観と風景は何が違うのか」という疑問が住民にもあると思う。そこか

ら周知していくと良い。 
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委員 

・ 町民意見募集資料の No.１の「できるところから着実に景観まちづくりを進める」と回答して

いるが、できるところからについてはどう捉えて回答したのか。 

 

事務局 

・ 景観計画案 57ページに記載のある、一人一人がまちの景観の価値や魅力を再認識し、本計画

の基本理念や基本方針を共有したうえで、互いの役割を理解し、できるところから着実に進め

ていくことが求められるため、町の考え方としては、まず着手できる取組を審議会において考

えていかなければいけない、という意味合いで回答している。 

 

委員長 

・ 例えば、電柱の地中化を希望する意見があったが、費用面で今すぐに取り組むことが難しいよ

うな場合もある。美しいまちを形成するというベクトルを持ち、他に出来ることを考え取り組

んでいく、ということ。 

・ 計画を作成した意義は、こういった観点でまちづくりを推進するということを明文化するこ

と。少しずつでも進めていこうという宣言が景観計画である。 

 

委員 

・ 条例の専門家ではないので細かな内容については指摘できないが、「できるところから着実に」

取り組むのであれば、取り組む内容は審議会にかけて意見をもらうような段取りになるのか。 

 

事務局 

・ 重要事項については審議会にかけられ、住民、団体などの日々の活動については審議にかけな

くても各主体で取り組んでいくことは可能だと考えている。 

 

委員 

・ 条例の形ができたということで、絵に描いたもちにはしたくない。定期的に審議会を開催した

り、住民の意見を聞く場を設けることが必要である。 

・ いつまでに何をするということは決まっているのか。 

 

事務局 

・ 町が主体となって取り組むことについては、町の他の計画との兼ね合いでスケジュールが決

まってくる。 

・ できることからという幅広い表現の中で、地域の方々が取り組む内容についてはそれぞれで

進めていくこととなる。町全体の取組を景観審議会などで把握していくことは必要である。 

 

委員 

・ 「着実に進める」ということの理解が難しい。何かテーマが上がってきた時に、町で審議会を

構成し審議会にかけるというような形になると理解して良いか。 
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事務局： 

・ そうする必要のあるものは審議会にかけていくということになる。 

 

委員 

・ 出来ることからということは、我々の孫に、ごみ捨てしてはいけないと教えることもそうだし、

家庭ごみは燃やさないでと注意喚起することなどが該当する。 

・ 審議会として協議することはあると思うが、我々が身近に出来ることから取り組んでいくこ

とが一方で大事なことだと感じている。 

 

委員長 

・ できることには立場によりいろいろなレベルがあり、行政、町民一人一人にもある。 

 

委員 

・ 景観計画案の 64ページの図だが、審議会の役割は町から出される内容について審議すること

だと思うが、景観担当の部署からいろいろな景観まちづくりの案を出してくるように見える。

そこに例えば、町民の日々の活動、大規模な電柱地中化などの要望でも良いが、もっと色々な

アイディアが審議会の中からも出てくると良い。 

・ できることからという言葉のイメージからは、本当にできることから活動していけば良いと

も捉えられるし、今すぐできないことはどんどん先延ばしにするようなニュアンスも含まれ

ているように見えるので、その部分が少し気になる。 

・ 景観まちづくりの取組はお金や大変さなどを考慮し優先順位をつけて取り組むことも大事だ

が、景観まちづくりという視点に立った上で、できることから取り組んでいくと良い。審議会

と町がキャッチボールしながらそのような活動に繋げていけると良い。 

 

委員長 

・ 審議会には積極的に意見を提言するという役割も含まれる。むしろそのように進めてほしい。 

 

委員 

・ 中学生でも審議会に入ることは可能か。 

・ 小・中学校の新校舎が出来る。なかまーるの２階に新校舎の模型がある。景観まちづくりと新

しい校舎が建つことは直結すると思う。中学生や地域の人を巻き込んで景観づくりに取組め

ると良い。 

 

委員長 

・ 自分が大学にいた頃、旭川駅前通の買い物公園の街路樹の模型をつくって皆さんにお見せし

た経緯がある。樹木を２列植えると良いということを模型で示し、今まさにその模型のように

樹木が育っている。 

・ 模型で示すことは自らの経験からも良い方法だと思うので、町全体を模型にして語り合う場

をつくってはどうか。言葉でやりとりする以上の発見があったりして、良い場になりうる。 
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・ どこかで町の模型をみんなでつくるような、ワークショップを行っても良い。 

 

事務局 

・ 審議会の委員に中学生がなるのは難しいと思うが、小学生・中学生の意見を聞く場を設けられ

たら良い。 

・ 学校のことは、景観だけではなく教育の側面、まちづくりの側面からも意見を聞く場合が想定

される。それぞれふさわしい場で意見を聞いていきたい。 

 

委員 

・ 小中一貫学校の話があるが、景観としてどうあるべきかを審議会に諮ることはできるのか。 

・ ホームページに掲載し、審議会に対する意見を常に応募するように出来ないか。 

 

事務局 

・ 条例の中で審議会に諮ることができるとなっているため、中学校の建物、周辺の環境について

議論が必要なことが生じれば、そういったことも可能だと考えている。 

・ 審議会に諮るかどうかは町長、建設の検討委員会など、町として審議が必要だとみなしたもの

が審議の対象となる。 

 

委員長 

・ 旭川市では、景観アドバイザーという制度があり、学校の外壁の塗装について意見が聞きたい

ということで、現場でアドバイスするといった例がある。 

・ 施設をつくる際に、景観の視点で多様な意見を聞いた上で最終的に決めることも考えられる。 

 

委員 

・ 開発や建設などの案件について、ルールから外れるかどうかの微妙なことが審議会で諮られ

るのではなか。 

・ 条例の改定案を審議会で話し合うことはありうるのか。 

 

委員 

・ 景観計画が出来上がって何年も経っているような場合、町は審議会に景観計画について諮る

ことになるのか。 

 

事務局 

・ 時代によって変わる部分も想定されるため、その都度、条例や計画の見直しをすることが考え

られる。 

 

委員 

・ 個人的なアイディアだが、学校と児童館の間は車を通れないようにして、遊歩道を整備するよ

うなイメージを持っている。それを新校舎と一緒につくる取組を中富良野町の景観まちづく
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り第一号とできないか。まわりを巻き込んで景観まちづくりに取り組むチャンスだと捉えて

いる。 

 

委員長 

・ 景観形成に大きく影響する要素は建築である。校舎をどうデザインするかといった時、十分に

景観的に検討すべき対象物となる。 

・ 色だけではなく、建築全体のデザインがどんなものになるのかを十分に検討して議論すべき。 

・ 旭川市の「北彩都あさひかわ」は景観計画重点区域なので、市がつくった細かなルールがある。

そのルールに則り取り組むことで、景観的に良い効果が出ている。 

・ 中富良野町でも景観的な観点を意識したものづくりをしていけると、景観計画を作った意義

につながる。 

 

委員 

・ 新校舎のハード部分はおおよそ出来ていると思うが、その周辺の整備を含めて、景観として考

えていく余地はあると思うので、審議会で諮ってもよいと思う。うまく景観をつくっていけれ

ば良い。 

 

事務局 

・ 小中学校建て替えについては、教育委員会で学校施設老朽化対策検討委員会を設置し、建て替

えの可能性を含め検討し、小中をまとめて建て替えるということになった。その後、学校施設

検討委員会として進めてきた。現在は実施設計が終わった段階である。一つの区切りを迎えた

ので、令和 4年度で委員会を閉じている。 

・ 郷土資料館（児童館）のアクセスについては以前よりご意見をいただいている。スクールバス

や送迎の車があるため、通行止めにすることは難しい状況である。 

・ 現在、中学校側に電柱があるが、中学校を解体する令和７年度に合わせて電柱を撤去できない

か北電と協議している。 

 

委員長 

・ 電線地中化はなかなか難しいが、電線を表通りからではなく、裏側から持ってくることで、あ

たかも電線が無いような景観をつくることができる。少しでも美しい景観を生み出す努力を

すると効果は出てくるもの。 

 

委員 

・ 景観計画案 64ページの推進体制のイメージ図があるが、町から審議会への「報告」の透明性

はどのように担保されるのか。 

 

事務局 

・ 町民からの意見はプライバシーの侵害にならない限り、大まかな分類をしてどのような意見

をいただいているか、まとめたうえで審議会に報告する予定でいる。 
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